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第
百
十
四
条
の
二
第
十
一
号
を
同
条
第
十
八
号
と
し
、
同
条
第
十
号
の
二
を
同
条
第
十
七
号
と
し
、
同
条
第
十
号

を
同
条
第
十
六
号
と
し
、
同
条
第
九
号
の
二
を
同
条
第
十
五
号
と
し
、
同
条
第
九
号
を
同
条
第
十
四
号
と
し
、
同
条

第
二
号
か
ら
第
八
号
ま
で
を
五
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
一
号
の
五
を
同
条
第
六
号
と
し
、
同
条
第
一
号
の
四
を

同
条
第
四
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

第
十
七
条
第
四
項
前
段
（
出
港
手
続
）
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
偽
つ
た
報
告
を
し
た
者

第
百
十
四
条
の
二
第
一
号
の
三
を
同
条
第
三
号
と
し
、
同
条
第
一
号
の
二
を
同
条
第
二
号
と
す
る
。

第
百
十
五
条
第
一
項
第
九
号
を
同
項
第
十
一
号
と
し
、
同
項
第
四
号
か
ら
第
八
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

同
項
第
三
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

第
十
七
条
の
二
第
一
項
前
段
（
特
殊
船
舶
等
の
出
港
手
続
）
の
規
定
に
違
反
し
て
同
項
に
規
定
す
る
出
港
届

を
提
出
せ
ず
出
港
し
、
又
は
偽
つ
た
出
港
届
を
提
出
し
た
船
長
又
は
機
長

五

第
十
七
条
の
二
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
書
類
の
提
出
の
求
め
に
応
じ
ず
、
又
は
偽
つ
た
書
類
を
提
出
し

た
船
長
又
は
機
長

第
百
十
五
条
第
一
項
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

十
二

第
二
十
条
の
二
第
四
項
前
段
の
規
定
に
違
反
し
て
同
項
に
規
定
す
る
出
港
届
を
提
出
せ
ず
出
港
し
、
又
は

偽
つ
た
出
港
届
を
提
出
し
た
船
長
又
は
機
長

十
三

第
二
十
条
の
二
第
四
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
書
類
の
提
出
の
求
め
に
応
じ
ず
、
又
は
偽
つ
た
書
類
を
提
出

し
た
船
長
又
は
機
長

十
四

第
二
十
五
条
第
二
項
（
船
舶
又
は
航
空
機
の
資
格
の
変
更
）
の
規
定
に
違
反
し
て
届
出
を
せ
ず
、
又
は
偽

つ
た
届
出
を
し
て
、
沿
海
通
航
船
等
を
特
殊
船
舶
等
と
し
て
使
用
し
、
又
は
特
殊
船
舶
等
を
沿
海
通
航
船
等
と

し
て
使
用
し
た
船
長
又
は
機
長

第
百
十
五
条
第
二
項
第
九
号
を
同
項
第
十
一
号
と
し
、
同
項
第
四
号
か
ら
第
八
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

同
項
第
三
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

第
十
七
条
の
二
第
一
項
前
段
に
規
定
す
る
出
港
届
に
つ
い
て
偽
つ
た
出
港
届
を
提
出
し
た
者

五

第
十
七
条
の
二
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
書
類
に
つ
い
て
偽
つ
た
書
類
を
提
出
し
た
者

第
百
十
五
条
第
二
項
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

十
二

第
二
十
条
の
二
第
四
項
前
段
に
規
定
す
る
出
港
届
に
つ
い
て
偽
つ
た
出
港
届
を
提
出
し
た
者

十
三

第
二
十
条
の
二
第
四
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
書
類
に
つ
い
て
偽
つ
た
書
類
を
提
出
し
た
者

十
四

第
二
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
つ
い
て
偽
つ
た
届
出
を
し
た
者
（
当
該
届
出
に
係
る
沿
海
通

航
船
等
が
特
殊
船
舶
等
と
し
て
使
用
さ
れ
、
又
は
当
該
届
出
に
係
る
特
殊
船
舶
等
が
沿
海
通
航
船
等
と
し
て
使

用
さ
れ
た
場
合
に
限
る
。）

第
百
十
五
条
の
二
第
十
三
号
を
同
条
第
十
六
号
と
し
、同
条
第
九
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
を
三
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

同
条
第
八
号
中
「
第
六
十
一
条
の
四
」
の
下
に「（
保
税
蔵
置
場
に
つ
い
て
の
規
定
の
準
用
）」を
加
え
、
同
号
を
同
条

第
十
一
号
と
し
、
同
条
第
七
号
中
「
第
六
十
二
条
の
十
五
」
の
下
に「（
保
税
蔵
置
場
、
保
税
工
場
及
び
保
税
展
示
場

に
つ
い
て
の
規
定
の
準
用
）」を
加
え
、
同
号
を
同
条
第
十
号
と
し
、
同
条
第
六
号
中
「
第
四
十
九
条
」
の
下
に「（
指

定
保
税
地
域
に
つ
い
て
の
規
定
の
準
用
）」を
加
え
、
同
号
を
同
条
第
九
号
と
し
、同
条
第
五
号
を
同
条
第
八
号
と
し
、

同
条
第
四
号
中
「
第
六
十
二
条
の
七
」の
下
に「（
保
税
蔵
置
場
及
び
保
税
工
場
に
つ
い
て
の
規
定
の
準
用
）」を
加
え
、

同
号
を
同
条
第
七
号
と
し
、
同
条
第
三
号
中
「
第
三
十
六
条
第
一
項
」
の
下
に「（
保
税
地
域
に
つ
い
て
の
規
定
の
準

用
等
）」を
加
え
、
同
号
を
同
条
第
六
号
と
し
、
同
条
第
二
号
の
二
中
「
第
二
十
条
の
二
第
五
項
前
段
」
を
「
第
二
十

条
の
二
第
六
項
前
段
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
条
第
二
号
を
同
条
第
四
号
と
し
、
同
条
第
一
号
の

二
を
同
条
第
二
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

第
十
七
条
の
二
第
三
項
前
段
（
特
殊
船
舶
等
の
出
港
手
続
）
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
偽
つ
た
報

告
を
し
た
者

第
百
十
六
条
中
「
第
十
号
及
び
第
十
号
の
二
」
を
「
第
十
六
号
及
び
第
十
七
号
」
に
、「
第
四
号
及
び
第
十
三
号
」

を
「
第
七
号
及
び
第
十
六
号
」
に
改
め
る
。

第
百
十
九
条
第
一
項
中
「
と
認
め
る
」
を
削
り
、「
参
考
人
」
の
下
に「（
以
下
こ
の
項
及
び
第
百
二
十
一
条
第
一
項

（
臨
検
、
捜
索
又
は
差
押
え
等
）
に
お
い
て
「
犯
則
嫌
疑
者
等
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、「
こ
れ
ら
の
者
」
を
「
犯
則

嫌
疑
者
等
」
に
、「
所
持
す
る
物
件
」
を
「
所
持
し
、」に
改
め
、「
犯
則
嫌
疑
者
が
」
を
削
り
、「
提
出
し
た
物
件
」を「
提

出
し
、」に
改
め
る
。

第
百
二
十
一
条
の
見
出
し
中
「
差
押
」
を
「
差
押
え
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
捜
索
又
は
差
押
」
を
「
犯

則
嫌
疑
者
等
の
身
体
、
物
件
若
し
く
は
住
居
そ
の
他
の
場
所
の
捜
索
、
証
拠
物
若
し
く
は
没
収
す
べ
き
物
件
と
思
料

す
る
も
の
の
差
押
え
又
は
記
録
命
令
付
差
押
え
（
電
磁
的
記
録
を
保
管
す
る
者
そ
の
他
電
磁
的
記
録
を
利
用
す
る
権

限
を
有
す
る
者
に
命
じ
て
必
要
な
電
磁
的
記
録
を
記
録
媒
体
に
記
録
さ
せ
、
又
は
印
刷
さ
せ
た
上
、
当
該
記
録
媒
体

を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
参
考
人
の
身
体
、
物
件
又
は
住
居
そ
の
他
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
差
し
押
さ
え
る
べ
き
物
件
の
存
在

を
認
め
る
に
足
り
る
状
況
の
あ
る
場
合
に
限
り
、
捜
索
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
二
十
一
条
第
五
項
中
「
又
は
差
押
」
を
「
、
差
押
え
又
は
記
録
命
令
付
差
押
え
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

七
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
臨
検
す
べ
き
」
を
「
犯
則
嫌
疑
者
の
氏
名
（
法
人
に
つ
い
て
は
、
名
称
）、
罪
名
並

び
に
臨
検
す
べ
き
物
件
若
し
く
は
」
に
、「
場
所
、
身
体
若
し
く
は
物
件
又
は
差
し
押
え
る
べ
き
物
件
」
を
「
身
体
、

物
件
若
し
く
は
場
所
、
差
し
押
さ
え
る
べ
き
物
件
又
は
記
録
さ
せ
、
若
し
く
は
印
刷
さ
せ
る
べ
き
電
磁
的
記
録
及
び

こ
れ
を
記
録
さ
せ
、
若
し
く
は
印
刷
さ
せ
る
べ
き
者
」
に
改
め
、
同
項
後
段
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、

同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

第
二
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
許
可
状
に
、
前
項
に
規
定
す
る
事
項
の
ほ
か
、
差
し
押
さ
え
る
べ
き
電
子
計
算

機
に
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
て
い
る
記
録
媒
体
で
あ
つ
て
、
そ
の
電
磁
的
記
録
を
複
写
す
べ
き
も
の
の
範
囲
を

記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
二
十
一
条
第
三
項
中
「
以
下
こ
の
条
か
ら
第
百
二
十
五
条
ま
で
に
お
い
て
」
を
「
第
百
三
十
六
条
（
鑑
定
等

の
嘱
託
）
を
除
き
、
以
下
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
の
場
合
に
お
い
て
」
を

「
前
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、」に
改
め
、「
臨
検
す
べ
き
」
の
下
に
「
物
件
若
し
く
は
」
を
加
え
、「
場
所
、
身
体
若
し

く
は
物
件
又
は
差
し
押
え
る
べ
き
物
件
」
を
「
身
体
、
物
件
若
し
く
は
場
所
、
差
し
押
さ
え
る
べ
き
物
件
又
は
電
磁

的
記
録
を
記
録
さ
せ
、
若
し
く
は
印
刷
さ
せ
る
べ
き
者
」
に
、「
、
前
項
」
を
「
、
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

差
し
押
さ
え
る
べ
き
物
件
が
電
子
計
算
機
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
電
子
計
算
機
に
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
て

い
る
記
録
媒
体
で
あ
つ
て
、
当
該
電
子
計
算
機
で
作
成
若
し
く
は
変
更
を
し
た
電
磁
的
記
録
又
は
当
該
電
子
計
算

機
で
変
更
若
し
く
は
消
去
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
電
磁
的
記
録
を
保
管
す
る
た
め
に
使
用
さ

れ
て
い
る
と
認
め
る
に
足
り
る
状
況
に
あ
る
も
の
か
ら
、
そ
の
電
磁
的
記
録
を
当
該
電
子
計
算
機
又
は
他
の
記
録

媒
体
に
複
写
し
た
上
、
当
該
電
子
計
算
機
又
は
当
該
他
の
記
録
媒
体
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
二
十
二
条
の
見
出
し
を「（
通
信
事
務
を
取
り
扱
う
者
に
対
す
る
差
押
え
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
及
び
第
二

項
中
「
差
し
押
え
る
」
を
「
差
し
押
さ
え
る
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
た
だ
し
書
中
「
但
し
」を「
た
だ
し
」に
、「
虞
」

を
「
お
そ
れ
」
に
改
め
る
。

第
百
三
十
条
及
び
第
百
三
十
一
条
を
削
る
。

第
百
二
十
九
条
の
見
出
し
を「（
所
有
者
等
の
立
会
い
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
税
関
職
員
は
、」の
下
に
「
人

の
住
居
、
人
の
看
守
す
る
邸
宅
若
し
く
は
建
造
物
又
は
」
を
加
え
、「
又
は
倉
庫
」
を
「
若
し
く
は
倉
庫
」
に
、「
又
は

差
押
」
を
「
、
差
押
え
又
は
記
録
命
令
付
差
押
え
」
に
、「
代
る
」
を
「
代
わ
る
」
に
改
め
、「
成
年
に
達
し
た
」
を
削

り
、「
親
族
」
の
下
に
「
で
成
年
に
達
し
た
者
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
同
項
」
を
「
、
同
項
」
に
改
め
、
同
条

第
三
項
中
「
第
百
二
十
三
条
」
を
「
第
百
二
十
四
条
」
に
、「
差
押
」
を
「
差
押
え
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
捜

索
す
る
」
を
「
捜
索
を
す
る
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
三
十

一
条
と
す
る
。

第
百
二
十
七
条
及
び
第
百
二
十
八
条
を
削
る
。

第
百
二
十
六
条
中
「
若
し
く
は
差
押
」
を
「
、
差
押
え
若
し
く
は
記
録
命
令
付
差
押
え
」
に
、「
証
票
」
を
「
証
明

書
」
に
、「
呈
示
し
な
け
れ
ば
」
を
「
提
示
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
二
十
九
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次

の
一
条
を
加
え
る
。

（
警
察
官
等
の
援
助
）

第
百
三
十
条

税
関
職
員
は
、
臨
検
、
捜
索
、
差
押
え
又
は
記
録
命
令
付
差
押
え
を
す
る
に
際
し
必
要
が
あ
る
と
き

は
、
警
察
官
又
は
海
上
保
安
官
の
援
助
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
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